
H I G A S H I - K U R U M E  F I R E  S T A T I O N  

 

「防災とボランティアの日」と「防災とボランティア週間」は、平成７
年１月１７日に発生した「阪神・淡路大震災」でのボランティアの活躍を
踏まえ、閣議了解により設けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

原則として東京消防庁管内に居住または勤務・通学されており、震災時等に消防

署の支援を行う意思のある１５歳以上（中学生を除く）で、次のいずれかの要件

を満たす方です。 

１．普通救命講習を修了している等、応急救護に関する知識を有する方 

２．過去に消防職員、消防団員、消防少年団員として１年以上の経験がある方 

３．震災時等、復旧活動時の支援に必要となる資格や技術（消防設備士、危険物

取扱者など）を有する方 

 登録要件 
 

 
災害時におけるボランティア活動や自主的な防災活

動についての認識を深めるとともに、災害への備え

の充実強化を図ることを目的としています。 

大規模な災害が発生した場合には、地域の方の協力

が必要不可欠です。東久留米消防署では「災害時支

援ボランティア」への新規登録者を募集しています。 

 目 的 
 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-bousaika/sien/index.html
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 問合せ先 東久留米消防署 防災安全係 

電話 042-471-0119（内線３２１） 

 

災害時には、消防職員の指導と助言により、応急救護活動や、消防署内外での

後方支援活動を行います 

平常時は、地域の防火防災訓練での指導や各種訓練、行事へ参加します。 

 活動内容 
 

<東京消防庁震災訓練の様子> 

<東久留米市水防訓練での土のう作成指導> 

 

<模擬消火器による初期消火訓練指導> 

YouTube 二次元バーコードはこちら 

「地震その時１０のポイント」 


